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    自然栽培成立のための植物共生微生物の活用 

窒素固定菌による窒素の取込み、菌根菌によるリンなど養分元素の吸収促進技術 
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概  要 

 

植物共生微生物などの潜在能力を引き出すことによる化学資材を投入しない自然栽培の成立を

指向しています。窒素固定菌による窒素の取り込み、菌根菌によるリンをはじめとする養分元素

の吸収促進に焦点を当てています。 

 附属農場内（春日井市）に慣行栽培区、自然栽培区（無肥料、不耕起、無除草）などを設け栽

培試験を続けており、下記に示すように、自然栽培区におけるダイズの窒素固定量やアーバスキ

ュラー菌根菌の感染が高まることを明らかにしています。 
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自然栽培における窒素固定の寄与 

根粒の重窒素自然存在比を用いた窒素固定量の推定  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

生育の進行に伴

い、根粒の δ
15

N値

は増加した。 

自然栽培における菌根菌の寄与 

 
アーバスキュラー菌根菌 
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